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物
事
に
は
始
ま
り
が
あ
り
、
終

わ
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
世
の
常
で

あ
る
。
私
は
こ
の
3
月
末
で
定
年

ま
で
1
年
残
し
て
早
期
退
職
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
私
が
安
曇
病
院

に
勤
務
し
た
16
年
間
を
振
り
返
り
、

こ
れ
ま
で
の
病
院
の
成
長
と
今
後

の
希
望
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
16

年
前
（
平
成
9
年
）
私
は
富
士
見

高
原
病
院
の
井
上
先
生
に
誘
わ
れ

て
、
佐
久
総
合
病
院
か
ら
当
院
に

副
院
長
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、

全
て
の
内
科
医
師
の
平
成
9
年
中

の
退
職
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

私
の
属
す
る
信
州
大
学
第
3
内
科

の
柳
沢
教
授
（
当
時
）
と
医
局
員

の
理
解
を
得
て
、
第
3
内
科
の
全

面
的
な
協
力
の
下
に
、
内
科
の
再

建
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
佐
久

病
院
の
副
総
長
か
ら
前
年
に
赴
任

さ
れ
て
い
た
佐
々
木
先
生
の
指
示

の
下
、
も
う
一
人
の
副
院
長
で
あ
っ

た
中
谷
先
生
と
と
も
に
、
様
々
な

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
組
織
改
革

に
着
手
し
た
。
平
成
10
年
9
月
外

来
棟
が
完
成
し
、
M
R
I
も
導
入

さ
れ
、
診
療
体
制
の
充
実
が
図
ら

れ
た
。
平
成
11
年
４
月
白
馬
診
療

所
に
下
里
先
生
が
所
長
と
し
て
就

任
さ
れ
た
。
12
月
白
馬
診
療
所
で

透
析
を
開
始
。
平
成
12
年
４
月
信

大
放
射
線
科
教
授
曽
根
先
生
が
、

第
９
代
院
長
と
し
て
当
院
へ
赴
任

さ
れ
た
。
曽
根
先
生
に
よ
り
肺
が

ん
C
T
検
診
が
先
駆
的
に
進
め
ら

れ
た
。
７
月
大
北
医
師
会
理
事
（
当

時
）
若
林
先
生
と
協
議
を
重
ね
て

い
た
第
１
回
地
域
連
携
懇
話
会
が

始
ま
っ
た
。
11
月
8
床
の
増
床
に

よ
り
一
般
病
床
2
2
2
床
と
な

り
、
同
時
に
療
養
型
病
棟
48
床
を

開
設
し
た
。
平
成
13
年
6
月
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
棟
が
完
成
。
11

月
当
院
創
立
50
周
年
記
念
事
業
を

実
施
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
病
院

祭
が
再
開
さ
れ
た
。
平
成
15
年
3
月

新
精
神
科
病
棟
完
成
。
４
月
新
臨
床

研
修
制
度
に
伴
う
臨
床
研
修
指
定
病

院
と
な
っ
た
が
、
初
め
て
の
研
修
医

受
け
入
れ
は
平
成
17
年
4
月
か
ら
と

な
っ
た
。
同
じ
く
4
月
曽
根
先
生
に

代
わ
り
、
私
が
第
10
代
院
長
に
就

任
し
た
。
院
長
に
就
任
し
た
時
に

「
安
曇
野
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
唱
し
た
。
こ

れ
は
、
安
曇
野
と
い
う
優
れ
た
自

然
を
背
景
と
し
た
中
で
、
暖
か
さ
・

優
し
さ
・
安
心
の
あ
る
お
も
て
な

し
を
、
病
院
を
利
用
す
る
全
員
に

提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
を
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
6
月
初
め
て
病

院
機
能
評
価
認
定
を
受
け
た
。
平

成
18
年
4
月
初
め
て
の
後
期
研
修

医
４
名
が
研
修
開
始
。
12
月
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
ず
み
開
設
。

平
成
19
年
9
月
電
子
カ
ル
テ
稼
動

開
始
。
11
月
院
内
保
育
所
開
設
。

平
成
20
年
4
月
D
P
C
導
入
。
平

成
22
年
2
月
精
神
障
害
者
就
労
支

援
事
業
開
始
（
食
器
洗
浄
業
務
）。

8
月
病
院
再
構
築
検
討
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
8
つ
の
部
会
に
よ
る

病
院
機
能
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

11
月
国
に
よ
る
地
域
再
生
基
金
の

当
院
へ
の
交
付
が
決
定
さ
れ
た
（
約

4
億
2
千
万
円
）。
平
成
24
年
5
月

再
構
築
検
討
委
員
会
の
中
間
報
告

が
ま
と
ま
り
提
出
さ
れ
た
。
こ
の

中
で
当
院
と
し
て
は
、
救
急
、
が

ん
、
在
宅
医
療
を
中
心
に
病
院
機

能
を
組
み
立
て
て
い
く
方
向
が
示

さ
れ
た
。
そ
の
後
の
議
論
の
中
で
、

当
院
と
し
て
は
現
状
維
持
的
な
案

が
選
択
さ
れ
、
こ
れ
を
厚
生
連
の

理
事
者
が
支
持
し
た
。
救
急
と
が

ん
に
対
し
て
信
大
と
の
協
力
を
得

な
が
ら
推
進
す
る
い
わ
ば
拡
大
路

線
を
提
唱
し
て
い
た
私
と
の
運
営

方
針
の
違
い
が
あ
り
、
今
回
の
理

事
者
か
ら
の
「
院
長
と
し
て
の
名

誉
あ
る
撤
退
」
申
し
渡
し
に
至
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
病
院

新
築
委
員
会
の
下
一
般
病
棟
新
築

に
向
け
、
前
述
の
井
上
先
生
（
本

年
１
月
よ
り
当
院
統
括
院
長
代
行
）

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
強
力
に
推

進
さ
れ
て
い
る
。
4
月
よ
り
試
行

さ
れ
る
統
括
事
業
所
制
が
順
調
に

推
移
し
、
新
病
棟
の
完
成
と
と
も

に
、
こ
の
大
北
地
域
に
お
け
る
医

療
へ
の
安
心
感
の
回
復
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

平
成
9
年
か
ら
の
16
年
間
で
職

員
数
は
3
1
0
人
か
ら
6
5
0
人

に
、
医
師
数
は
25
人
か
ら
42
人
に
増

え
、
収
入
は
35
億
か
ら
60
億
に
増
大

し
た
。
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
医
療

情
勢
の
中
で
は
こ
の
よ
う
な
成
長

は
望
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
大

切
な
こ
と
は
「
医
療
人
と
し
て
の
信

念
を
貫
く
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
矜

持
を
心
に
抱
き
、
地
域
の
医
療
・
保

健
・
福
祉
に
貢
献
し
て
貰
い
た
い
と

思
う
。
ま
た
地
域
の
皆
様
方
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
当
院
を
支
援
し
育
て

て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
当
院
を
信
頼

し
期
待
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
。

在 
院 
16 
年 

間 

の 

軌 

跡

〜 

今
後
の
発
展
を
願
っ
て 

〜

安
曇
総
合
病
院
長
　
中
川
　
真
一



定
年
退
職
者
か
ら

定年退職を迎えて
平林　幹張

　「病院再構築」を主眼に転職し、３年間勤務
させていただきました。伝統を承継した厚生連
にあって、安曇診療所からの発足後、六十有余
年間の歴史が物語る通り、医療業界に置いて当
院が地域に果たしてきた役割の偉大さを感じる
と共に、そのごく一部に携われた事を幸せに感
じております。
　在籍中皆様方からのご指導・ご支援に対しま
して心中より感謝申し上げます。
　再構築を含め、更なる安曇総合病院の発展と
皆様方のご多幸・ご健勝をお祈りいたします。

定年退職を迎えて
鈴木　京子

　H16年 1 月に就職したので、9 年余り
在職したことになる。50歳を超えてか
らの再就職で持病もあったので、心身
共にきつかった。総合病院の精神科が、
こうも繁雑で忙しいとは思わなかった。
考えが甘かった。しかし、やるしかな
い家庭事情もあり、後には引けなかっ
た。想い出すと辛いことが多かった。
そんな時はいつも自分を奮い立たせて
頑張ってきた。どんなに辛くても、辞
めようとは思わなかった。働くのは好
きで、この仕事は自分が望んでやって
きたことだったからだ。
　今年で定年。職場を幾つも変えなが
ら、40年近く同じ仕事を続けてこられ
たのは多くの周りの方に支えられてき
たおかげだと感謝の気持ちで一杯。再
雇用が決まり、あと何年働けるか分か
らないが、周囲の方々に迷惑をかけな
いように心がけ、務めていきたい。

定年退職をむかえて
宮木　明子

　幼少の頃から病弱だった私
でしたが、恩師の一言により
看護師の道を選ぶことなり、
約 40 年となります。
　途中、出産、育児で退職い
たしましたが、安曇総合病院
にご縁があり、再就職させて
いただきました。また、持病
があり、退職を考えた時期も
ありましたが、家族・職場の
皆様、大勢の方々に支えられ、
定年をむかえることができま
した。本当にありがとうござ
いました。
　心から感謝申しあげます。

人生の節目として
矢野口　寛子

　人は生きている間に節目をいくつか越えていく。定
年もそのひとつであり、私にとっての定年は、自分の
人生を振り返る機会である。そこで思うことは、人生
というものは自分の思い通りにはいかないが、それで
も自分の夢に向かって努力することが人生を彩ってく
れるであろうという事。つらい時、苦しい時に努力し
て得た結果に達成感を感じたこともあり、患者さんと
の何気ない会話にほっこりしたこともある。人は人と
共に生きていて、そして支えあいながら生きてい
く・・・・。日頃はあまり考えなかった事柄を思うにつけ、
これからの人生もそうでありたいと願っています。
　39年間臨床検査技師として勤務させていただき、皆
様に感謝申し上げます。今後は再雇用制度で、節目の
後の新たな一歩を踏み出そうと思いますのでどうぞよ
ろしくお願いいたします。

定年退職を迎えて
須沢　吉子

　子育てを終えた私は、二十数年間勤務させて
いただきました。
　大勢の方々の支えがあったこと、「ありがとう」
のお言葉を励みに、勤めることができ、心より感
謝申し上げます。
　思えば小学校の頃、学校帰りに、玄関には一
本の松があった安曇総合病院の耳鼻科に通った
事を思い出します。
　地域住民の為、ホスピタリティ豊かな安曇総
合病院のますますの発展を御祈願しています。

定年退職の皆さんお疲れさまでした。
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患
者
さ
ん
の
権
利
と
責
任

　

『
患
者
さ
ん
の
権
利
』

１
、�

最
善
で
安
全
な
医
療
を
平
等
か
つ
公
平

に
受
け
る
権
利

�

　
　�

患
者
さ
ん
は
、疾
病
の
種
類
、
社
会
的
立
場

等
に
関
わ
ら
ず
、良
質
で
安
全
な
医
療
を
、平

等
か
つ
公
平
に
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

２
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
権
利

�

　�

　�

患
者
さ
ん
は
、一
人
の
人
間
と
し
て
そ
の
人

格
・
価
値
観
な
ど
を
尊
重
さ
れ
、尊
厳
を
も
っ

て
接
遇
さ
れ
る
と
と
も
に
、自
ら
の
意
見
を

述
べ
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

３
、�

十
分
な
説
明
と
情
報
提
供
を
受
け
る
権
利

　
　�

患
者
さ
ん
は
、
自
分
の
病
気
、
検
査
と
治
療

方
法
や
危
険
性
、
他
の
治
療
法
、
見
通
し
な

ど
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
言
葉
や
方
法

で
、
十
分
な
説
明
と
情
報
の
提
供
を
受
け
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。

４
、�

自
ら
の
意
思
で
選
択
・
決
定
す
る
権
利

��

　
　�

患
者
さ
ん
は
、
自
ら
の
受
け
る
検
査
や
治
療
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
上
で
、
自

分
の
意
思
で
選
び
決
定
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　
　�

ま
た
、
希
望
し
な
い
医
療
を
拒
否
し
た
り
、

医
療
機
関
を
選
択
し
た
り
す
る
権
利
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
カ
ル
テ
を
含
む
診
療
情

報
の
開
示
や
他
の
医
療
機
関
の
医
師
の
意
見

（
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
）を
求
め
る
権
利

が
あ
り
ま
す
。

５
、��

個
人
の
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
権
利

　�

　�

患
者
さ
ん
は
、自
ら
の
承
諾
な
し
に
、診
療
の

過
程
で
得
ら
れ
た
個
人
情
報
を
第
三
者
に
対

し
、開
示
さ
れ
な
い
権
利
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、病
院
内
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

『
医
療
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』

１　

�

良
質
な
医
療
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
ら
の

心
身
あ
る
い
は
生
活
に
つ
い
て
必
要
な
情
報

を
で
き
る
だ
け
正
確
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
納
得
で
き
る
ま
で
質
問
す
る
な

ど
し
て
自
ら
の
疾
病
や
医
療
内
容
を
十
分
に

理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

�

検
査
や
治
療
に
つ
い
て
、納
得
し
合
意
し
た
方
針

に
は
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

３　

�

す
べ
て
の
患
者
さ
ん
が
快
適
な
環
境
で
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、病
院
内
で
の
規
則
と
病
院

職
員
の
指
示
を
守
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　�

病
院
職
員
に
よ
る
医
療
提
供
や
、
他
の
患
者

さ
ん
の
診
療
に
支
障
を
与
え
な
い
よ
う
な
ご

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
診
日
の
お
知
ら
せ

　〝
色
付
け
し
て
あ
る
日
〟が

全
科
休
診
日
で
す

4
月  

3
月  

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24
31 25 26 27 28 29 30

2
0
1
3

M
a
rc
h

2
0
1
3

A
p
ril

編
集
後
記

冬
の
寒
さ
か
ら
日
差
し
が
穏
や
か
に

な
る
時
期
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
寒
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ

ウ
ィ
ル
ス
が
全
国
的
に
流
行
り
ま
し
た

ね
。
こ
れ
か
ら
は
雪
が
溶
け
る
よ
う
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
警
戒
心
が
和
ら

ぎ
、
マ
ス
ク
が
防
ぐ
の
は
ウ
ィ
ル
ス
で

は
な
く
花
粉
に
変
わ
る
時
期
と
な
り
ま

す
。
今
年
の
花
粉
の
総
飛
散
量
は
昨
年

の
3
～
7
倍
と
予
測
さ
れ
て
い
て
、
全

国
的
に
少
な
か
っ
た
昨
年
よ
り
大
幅
に

増
え
る
見
通
し
だ
そ
う
で
す
。
し
ば
ら

く
マ
ス
ク
は
外
せ
そ
う
に
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。（
M
・
W
）

▼�

2
月
28
日　

第
30
回
地
域
住
民
の

た
め
の
健
康
公
開
講
座
を
開
催
い

た
し
ま
し
た

▼
3
月
17
日　

休
日
緊
急
当
番
医

　
（
本
院
：
内
科
・
外
科
）

▼
3
月
20
日　

休
日
緊
急
当
番
医

　
（
白
馬
診
療
所
）

薬
剤
師
　
吉
村
　
雄
次
郎

社
会
人
に
な
っ
て
一
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
病
院
に
入
っ

て
か
ら
部
活
の
卓
球
と
フ
ッ
ト
サ

ル
、
青
年
部
な
ど
組
合
活
動
で
他

職
種
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

今
後
部
活
で
は
練
習
を
重
ね
て
大

会
で
い
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す
。

趣
味
と
し
て
は
初
め
て
の
マ
イ
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
手
に
入
れ
て
職
場
の

人
と
何
度
も
滑
り
に
い
き
腕
を
磨
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
時
代
か

ら
の
趣
味
で
あ
る
ダ
ー
ツ
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
、
な
ど
明
ら
か
に
や
る
回
数

が
減
っ
て
い
ま
す
が
（
ダ
ー
ツ
は
場

所
が
少
な
く
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
寒

さ
で
ず
く
が
出
ず
・・・
）。
誰
か
ダ
ー

ツ
し
ま
し
ょ
う
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
一
年

で
病
院
旅
行
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
新

婚
旅
行
で
は
ハ
ワ
イ
に
行
か
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
思
い
出
は
多
い

た
め
書
け
ま
せ
ん
が
、
二
カ
国
に

行
っ
て
日
本
の
良
さ
、
悪
さ
の
両
方

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
中

で
人
間
と
し
て
の
改
善
点
も
出
て
き

ま
し
た
。
今

後
機
会
が
あ

れ
ば
世
界
を

も
っ
と
知
り

た
い
と
思
い

ま
し
た
。

ひ 

と 

り 

ご 

と

あ
ず
み

ク
ス

ト
ピ
ッ

あ
ず
み

ク
ス

ト
ピ
ッ

地
域
住
民
の
た
め
の
健
康
公
開
講
座

が
2
月
28
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
疾
病
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
提
供
し
、
ま

た
当
院
が
ど
ん
な
領
域
に
力
を
入
れ
て

診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
定
期
的
に
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

30
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
望
ま
し

い
死
」
に
つ
い
て
考
え
る
～
緩
和
ケ
ア

の
役
割
～
と
題
し
ま
し
て
、
新
生
病
院 

緩
和
ケ
ア
科
　
村
上
真
基
先
生
か
ら
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
90
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

公
開
講
座
通
信

▶次回予定

第 31 回地域住民のための健康公開講座

日　時 3 月 27 日 ( 水 )
外来棟１F ホール　18 時から

講　師
安曇総合病院　神経内科
医長　林田 研介 先生



再生紙を使用しています。
環境に優しい大豆油インキを使用しています。

　 月 火 水 木 金 土

内
　
　
　
　
科

内 科（ 一 般 ）
初 診

岡田光代
芹澤由樹子

東方壮男
塩月記代

川上裕隆
塩月記代

川上裕隆
芹澤由樹子

早野敏英
岡田光代

東方壮男（第 1のみ）

早野敏英（第 3 のみ）

内 科（ 一 般 ）
再 診

（ 予 約 制 ）

川上裕隆
東方壮男
林田研介

川上裕隆
岡田光代
林田研介

小林信光（信大）

早野敏英
東方壮男
岡田光代
林田研介

早野敏英
林田研介
塩月記代

（午後から診療）

中川真一（予約）
（第 1・2・4・5 のみ）
（9時30分～11時）

川上裕隆
林田研介

早野敏英（第 1のみ）
岡田光代
林田研介

循 環 器 内 科 東方壮男 池田宇一（信大） 東方壮男 阿部直之（信大） 東方壮男

呼 吸 器 内 科 岡田光代 小林信光（信大） 花岡正幸（信大） 
（第 1・3・5 のみ）

藤本圭作（信大）
（第 1 のみ）

神 経 内 科 中川真一
（9時30分～10時30分）

中川真一（予約）
（第 3 のみ）

（9時30分～10時30分）
林田研介

中川真一
（9時30分～10時30分）

井上憲昭
（9：30 ～）
林田研介

林田研介 林田研介

腎 臓 内 科 芹澤由樹子 芹澤由樹子（予約）
（午後から診療）

芹澤由樹子
上條祐司（信大）

リウマチ・膠原病 信　　大

精
神
科
・
心
療
内
科

精 神 科
心 療 内 科

（ 予 約 制 ）

村田志保
中村伸治
樋端佑樹
中村敏範
古屋昌宏

鬼頭　恆（信大）

中村伸治
樋端佑樹（AMのみ)
古屋昌宏（第 1・3・5 のみ）

村田志保
中村伸治
古田　康

樋端佑樹（第 1・2・3 のみ）
中村敏範

衛藤高明（第1・3・4・5 のみ）

中村伸治（第 1・2・3 のみ）
長村哲周
樋端佑樹

中村敏範（第 1・3・4 のみ）
古屋昌宏

村田志保
中村伸治
中村敏範
古屋昌宏

中村伸治
樋端佑樹
古屋昌宏

認知症診療（予約制） （輪番） 薛　孝太郎 （輪番） （輪番） （輪番） （輪番）
在宅支援科（予約制）

小 児 科

午
前

信　　大 
原　敏博

保刈　健 
（原　敏博）

原　敏博 
（保刈　健）

保刈　健 
（原　敏博） 原敏博 又は 保刈健 信　　大 

（原敏博 又は 保刈健）
午
後特殊診療（予約） 乳児検診（予約） 慢性疾患（予約）慢性疾患（予約）

外  

科

一 般 外 科 佐藤敏行 佐藤敏行 佐藤敏行 久保直樹 久保直樹 久保直樹

専 門 診 療 信　大（乳腺） 
（完全予約制） 信　大（甲状腺）

呼 吸 器 外 科 花岡孝臣 花岡孝臣 花岡孝臣
形 成 外 科

（受付15時30 分まで）
安永能周（信大）

（13 時から診療）

整
形
外
科

新 患 受 付
（受付10時30分まで）

鎌仲貴之 
（受付9時30分まで） 狩野修治 柴田俊一 王子嘉人 （輪　番）

（診療開始 9 時 30 分から） （輪　番）

予 約
最上祐二
王子嘉人
柴田俊一

谷川浩隆
柴田俊一
鎌仲貴之

高橋淳（信大）

最上祐二
王子嘉人
狩野修治

谷川浩隆
狩野修治
鎌仲貴之

谷川浩隆
最上祐二

畑　幸彦（信大）

皮 膚 科 河内繁雄
葭矢裕之

河内繁雄
葭矢裕之

河内繁雄
葭矢裕之 河内繁雄

葭矢裕之
河内繁雄
葭矢裕之

河内繁雄
葭矢裕之学童診療（15時～17時）

初診（当日）受付16:30 まで

泌 尿 器 科 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹
産 婦 人 科 信　大（予約） 曽根原衛雄 信　大（予約）

眼 科 太田いづみ 今井玲子 太田いづみ・今井玲子
（午後コンタクトレンズ 要予約）

太田いづみ 
（受付10時まで） 今井玲子

耳 鼻 咽 喉 科
（受付 16 時まで）

信　　大 
（14 時から診療）

信　　大 
（14時から診療） 
（第2・4のみ）

信　　大

放 射 線 科 信　　大 　 　
麻 酔 科 

（受付 11 時まで） 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀

リハビリテーション科 狩野修治 最上祐二
王子嘉人

谷川浩隆
鎌仲貴之 中川真一 柴田俊一

歯 科 口 腔 外 科 中嶌　哲
大久保雅基

手 術 日
（急患対応は要相談）

中嶌　哲
大久保雅基

中嶌　哲
大久保雅基

中嶌　哲
大久保雅基

中嶌　哲
大久保雅基

平成 25 年 3 月 1 日 き ず な 4
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